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コロナ禍は第 7 波が到来。ワクチン効果もあるのか重症化リスクは大きくないようでもあり、対策をとり

ながらの社会活動は制約されていないが、熱中症とあわせて医療の逼迫が懸念される。私たちの活動も

これまで通りの対策を取りつつ継続していくこととしているが、活動への参加にあたっては、体調が万全

であるのは当然のこと、自分を取り巻く環境を十分に認識したうえで、無理のない参加をお願いしたい。 

また、最近、活動中にケガをされる方が増えている。小さな事故の先には大きな事故が潜んでいること

を思い起こさなければならない。特に、チェーンソーや草刈機などの動力機器の使用は要注意である。長

年の慣れへの油断、高齢化による敏捷性の低下は念頭に置いておかなければならない。 

夏休みに入り、ならやまでのイベントも続く中、安全には十分気をつけて、楽しいものにしたい。 

桜、桃、ウメなどに大きな被害をもたらす特定外来生物クビアカツヤカミキリが身近に見つかっている。

ならやまでもまずは早期発見が第一とのことで総点検を実施することになった。 

生き物の最盛期にあり、雑草の繁茂も著しく、景観整備がなかなか追いつかない。どのグループも体力

的にいちばん厳しい時期、無理をしないで、でも、力を合わせて、乗り切りたい。 

8 月の活動特記事項   

協働活動：8 月 4 日（木） アダプトプログラム 

8 月 11 日（木）：夏休みで活動休止 

夏だ！休みだ！里山で遊ぼう②：8 月 27 日（土）（降雨確率 50％以上 9 月 3 日（土）に順延） 

クビアカツヤカミキリ侵入有無の総点検  

8 月の各グループ活動予定 

活動日： 毎週木曜日 

前日水曜日の 19 時現在の気象庁予報（NHKTV 奈良  19 時前放送）の天気予報で、奈

良県北部の午前中の降雨確率 60％以上の場合は翌金曜日、木曜日も同予報であれば中止 

グループ 活 動 予 定 

里 山 里山林内整備、薪割り、下草刈り、イベント準備 

ユート：アカマツの森でのマツの間伐 

エコファーム 水田整備、ジャガイモ畑整備、トマト整枝、唐辛子畑除草、里芋・さつま芋手

入れ、西瓜・南瓜跡地整備、冬野菜畑準備 

景 観 整備：彩の森・BC 周辺、佐保自然の森の草刈り、養蜂巣箱の整備 

ビオ：西池改修、水路・木道整備、水生生物調査 

花：紫陽花剪定、山野草園草取り 

パトロール 1～3 コースパトロール、観察路整備（階段、ロープ他）、笹草刈り、 

イベント準備 

果 樹 実りの森除草、ブルーベリー収穫、ウメ・グミの剪定、防草シート施工 

ならやまプロジェクト 
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